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案件概要 

国 名 (和)エジプト・アラブ共和国 
(外)Arab Republic of Egypt 

案件名 (和)農村集落排水改善計画 
(外)Rural Sewage Improvement 

地区名 (和)バハルエルヌール (外)Bahr El Nour 
相手国機関 (和)水資源灌漑省  (外)Ministry of Water Resources and Irrigation 
1.事業の背景 

 エジプトは降雨が極端に少なく、水資源を唯一の河川であるナイル川に依存している状

況にあり、その量は 1959 年のスーダンとの水利協定により年間 555 億 m3とされている。 

 2005 年に策定された国家水資源計画では、近年の年率 2%という急激な人口増加、農業・

経済の発展等に伴い、2017 年には水需要が 2000 年の 20%の増加になるとして、排水の再利

用、地下水開発、既耕地での灌漑効率の向上、海への無効放流削減等を行うこととしてい

る。排水の再利用については、排水路の水質が悪化してきているため、汚濁の発生源対策、

水路内での直接浄化等により排水路における水質改善が図られなければ、排水再利用を計

画通りに実現することは困難な状況にある。 
2.事業の概要 

エジプト政府は、今後、相当量の排水再利用を見込んでいる。灌漑用水に使用されている

水質は、著しく悪化していることから、管理組織体制つくりのためのソフトコンポーネン

トを含め、排水再利用を目的とした水質の改善対策を検討する。事業内容としては、汚水

処理システム、農業廃棄物等汚染物質処理システム、中間排水再利用システムに大別され

る。 
3.調査の概要 

 WMIPⅡバハエルヌール地区の周辺地域では、場所により測定限界を超えた数値を示す個

所もあり、汚濁が進んだ排水路も確認された。例えば、バハエルヌール地区内のいずれの

排水路においても、COD は日本の農業用水水質基準値(水稲)の２倍以上の数値を示した。ま

た、窒素及びリンの栄養塩類に関しては、何れの水路に於いても富栄養化現象を誘発する

と想定される濃度(窒素 2mg/L、リン 0.2mg/L)以上が計測され、実際の用排水路でも富栄養

化現象の象徴であるホテイアオイ等の水生植物や藻類の繁茂が散見された。なお、透視度

に関しては、滞留している排水において一部白濁(土質の関係か)しているものの、概ね 30

㎝以上と推定された。 
4.今後の展望 

①汚水処理システム；直接浄化施設、集落排水施設等の設置については、現地状況からそ

の必要性は十分認められた。太陽光発電導入の可能性も検討の余地がある。 
②農業廃棄物等汚染物質処理システム；小規模分散型の堆肥化施設の設置が妥当と考えら

れ、バイオエネルギー施設設置は、十分な検討が必要である。 
③中間排水再利用システム；中間排水を再利用するためのポンプ付帯型ゲートの採用を検

討する。 
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2．計画一般図 
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3．地区の概要 

 

3-1．調査の背景と目的 

 

(1)調査の背景 

 エジプトは降雨が極端に少なく、水資源を唯一の河川であるナイル川に依存している状

況にあり、その量は 1959 年のスーダンとの水利協定により年間 555 億 m3とされている。 

 2005 年に策定された国家水資源計画では、近年の年率 2%という急激な人口増加、農業・

経済の発展等に伴い、2017 年には水需要が 2000 年の 20%の増加になるとして、排水の再利

用、地下水開発、既耕地での灌漑効率の向上、海への無効放流削減等を行うこととしてい

る。 

排水の再利用については、2000 年の年間 49 億 m3から 2017 年には年間 84 億 m3に増加さ

せる計画であるが、特に農村地域では下水道整備の遅れ、家畜糞尿等の水路への流入等に

より、排水路の水質が悪化してきているため、汚濁の発生源対策、水路内での直接浄化等

により排水路における水質改善が図られなければ、排水再利用を計画通りに実現すること

は困難な状況にある。 

 

(2)調査の目的 

 

 調査では、農村地域における排水路の水質を改善して灌漑用水へ補充することにより、

水利用の効率化を図ることを目的として、水資源灌漑省等関係機関からの資料や情報の収

集、現況把握のための現地調査等を通し、緊急に協力可能な事業の検討を行うとともに、

今後の協力の方向性を検討するものである。 

 
3-2.地区概要 

 

調査対象地区はカフルエルシェイク県バハルエルヌール地区及びその周辺である。 

カフルエルシェイク県は、ナイルデルタ地域北部沿岸部に位置し、人口 273.9 万人（2009

年）である。同県の産業は農業を主体とし、主作物の米は「エ」国の 3 割を生産し、綿工

業、漁業、食品加工業も盛んである。 

バハルエルヌール地区はカフルエルシェイク県の行政中心地カフルエルシェイク市より

東北東約 30km に位置するビヤラ町（人口約 244 千人）に隣接する農業地帯である。 

バハルエルヌール地区は排水路 No.4 とビヤラ排水路に囲まれた灌漑面積 4,200 feddan

（約 1,720ha）の農業地帯であり、米、小麦、牧草（ベルシーム）、サトウ大根、綿花等が

作られている。 

バハルエルヌール地区の主灌漑施設は、地区中央を流れるバハルエルヌール灌漑水路で
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ある。2000 年から 2007 年にかけて実施された日本の技術協力プロジェクト「水管理改善プ

ロジェクト：WMIP）」により、バハルエルヌール灌漑水路から取水する末端水路（メスカ）

毎に水利組合が設立され、パイプライン化されたメスカの取水口に、バハルエルヌール灌

漑水路から灌漑用水が揚水され、各圃場に配水するシステムが形成されている。現在、水

管理改善プロジェクトフェーズ 2（WMIP-2）が実施中であり、バハルエルヌール灌漑水路レ

ベルでの水利組合（Branch Canal Water Users Association）の能力向上支援が進められ

ている。 

バハルエルヌール地区灌漑水路の水質は、本現地調査結果では問題があり、この水路沿

いにある集落から直接汚水及び生活雑排水が流入しているため、灌漑水路は汚染されてい

ると考えられる。 

一方、バハルエルヌール地区のビヤラ排水路は、最上流に位置するビヤラ市の生活排水

を取り込んで流下し、中流地点でバハルエルヌール灌漑水路からの余剰水が流入し、下流

部でダシュロット排水路と合流し、排水路 No.4 に合流している。 

また、バハルエルヌール地区の西部地域には、排水路 No.4 の水を再利用して灌漑水路に

送る既存の再利用ポンプが 2 ヶ所あり、それぞれアシュシュラファ灌漑水路に揚水するシ

ュラファポンプ場、バハルビヤラ灌漑水路に揚水するマラハポンプ場が存在する。 

これらバハルエルヌール地区及びその周辺の水質は、地区上流部からの汚染された

排水が流れ込み、排水路の水をそのまま灌漑用水に再利用するには「エ」国の排水再利

用水質基準に適合していない状況である。一方、地区内を流下する灌漑水路沿いにある

集落から生活雑排水がそのまま灌漑水路に流入している。さらに、各集落周辺のみなら

ず水路沿いのいたるところに家畜の糞尿及び稲藁が集積され堆肥として利用されてい

るが、その一部が用水路内に落ち、水質を汚染している状況である。 

3-3. 調査の概要 

当初は、JICA の水管理改善プロジェクトフェーズⅡ(WMIPⅡ)の対象地域内で、集落排水

施設等の案件を発掘する予定であったが、水資源灌漑省から環境プログラム無償として「灌

漑用水水質改善コンプレックス構築」が日本政府に要請されたため、今回の調査では、主

にカフルエルシェイク県において現地を踏査して要請内容を確認し、要請の各コンポーネ

ントについての実現可能性及び今後の方向性を検討した。 

水質浄化施設や排水再利用施設の設置に当たっては、その前提条件及び妥当性（水利用

状況、現況水質等)を確認することが必要であることから、現地聞き取りや簡易な水質試験

による水質概要把握を試みた。簡易な水質試験については、比色法を原理としたパックテ

ストを活用し、COD（化学的酸素要求量）、NH4
+-N（アンモニア態窒素）、PO４

３－-P(リン酸態

リン)及び残留塩素を計測した。さらに、透視度の目視観察も行った。 
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WMIPⅡバハエルヌール地区の周辺地域では、場所により測定限界を超えた数値を示す個

所もあり、汚濁が進んだ排水路も確認された。例えば、バハエルヌール地区内のいずれの

排水路においても、COD は日本の農業用水水質基準値(水稲)の２倍以上の数値を示した。ま

た、窒素及びリンの栄養塩類に関しては、何れの水路に於いても富栄養化現象を誘発する

と想定される濃度(窒素 2mg/L、リン 0.2mg/L)以上が計測され、実際の用排水路でも富栄養

化現象の象徴であるホテイアオイ等の水生植物や藻類の繁茂が散見された。なお、透視度

に関しては、滞留している排水において一部白濁(土質の関係か)しているものの、概ね 30

㎝以上と推定された。 

 以上のことから、中間排水を灌漑用水として再利用するためには、汚濁の発生源対策を

実施するとともに、排水路の水質浄化が必須であると判断された。 

ADCA 調査によるバハルエルヌール地区の主な簡易水質試験結果（2009 年 7月） 

水質項目 ＼ 測定地点 ① ② ③ ④ ⑤ 

化学的酸素要求量 COD (mg/l) 15～18 18～20 30 15～16 15～18 

アンモニア性窒素 NH4 (mg/l) 0.5～1.0 2.0 2.0～5.0 1.0～2.0 1.0～2.0
 注）1. 調査方法は、比色法による簡易水質試験である。 

2. 調査地点は、①; 集落下流部排水路 ②; №４排水路 ③; カナビア排水路 ④; バハルヌール用

水路 ⑤; バハルヌール用水路横の排水路 

 

3-4.環境プログラム無償に係る調査結果 

3-4-1.施設の設置予定地 

  水資源灌漑省の県事務所担当部長及びバハエルヌール地区水利組合長とともに、汚水処

理システム及び農業廃棄物等汚染物質処理システムの設置候補地を踏査した。候補地は、

バハルエルヌール地区の下流部で、支線排水路に用水路の端末が合流する地点から数百 m

下流に位置する集落の直下流が適地と考えられた。 

なお、支線排水路は更に約１km 下流でこの地域の基幹排水路である No.４幹線排水路に

合流している。 
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3-4-2.各コンポーネントに対する調査結果 

(1)汚水処理システム 

直接浄化施設、集落排水施設等の設置について

は、現地状況からその必要性は十分認められた。

直接浄化施設（In-stream treatment）については、

水質汚濁レベル、施設用地の観点から、マイクロ

バブル・水生植物利用・湿地法による浄化を組み

合わせた施設の設置が妥当と認められた。  

なお、バブル発生器等の動力設備については、電

力供給による電源、ディーゼル発電機または太陽     図-1 ﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ 

光発電の導入を候補とし、現地の状況を精査の上、決定する事が妥当と判断された。 

設置場所については、汚濁の進んでいる排水路の数ｍ幅の水路敷内を候補とし、必要な施

設規模(容量等)は、施設長さにより調整するものとする。 

 

 集落排水施設については、集落及び各家が分散している現地状況を勘案し、対象戸数を

限定し、簡易処理施設による排水路流入の前処理施設として検討する。設置場所は、上記

と同様に数ｍ幅の水路敷内を候補とする。  

高度な膜処理については、現況水質、水利用の実態、コスト、維持管理性、将来の普及

可能性等の観点から、候補地での適用は難しいと判断された。 

(2)農業廃棄物等汚染物質処理システム 

 家畜糞尿等の農業廃棄物が用排水路脇に野積みされており、それらが用排水路に落下し

て汚染源になっている可能性が高いという実態が確認された。 

堆肥化施設については、個別農家単位で小規模な堆肥製造に取り組んでいるため、本事

業により簡易で効果的な堆肥化施設を設置し、運営管理指導を併せ行った場合には、高い

実現性と事業効果が期待できる。ただし、分散されている農業廃棄物の収集･運搬及び施肥

の容易性を考慮して、施設規模と設置個所を検討することが必要と考えられた。 

なお、汚水処理システムを設置予定する集落には、施設用地(地区全域からの農業廃棄物

を処理するような大規模な施設設置は無理)があるので、モデルケースとしてこの場所に堆

肥化施設の設置を予定するものとし、他の設置場所については、今後の検討課題と考えら

れる。 

 

 バイオエネルギー施設は、当地のガス・石油が安価なこと、農業廃棄物が分散されてい

ることから等から、投入する以上のコスト及びエネルギーを生産・回収することが困難な
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状況であり、再検討が必要であると考えられた。                 

 

(3)中間排水再利用システム 

 ポンプ付帯型ゲートは、中間排水を灌漑用水に再利

用するために必要な最新の設備であり、2004 年の ADCA

調査を踏まえて、水資源灌漑省排水庁としてその供与

を 2005 年頃より要請・検討していることから、実現可

能性が極めて高い状況であり、仕様についても概定済

みである。 

エジプト側関係者とともに現地調査を行いバハル 

エルヌール地区下流部で設置予定地の大まかな特定 

を行った。                     図-2 ポンプ付帯型ゲート 

 

(4)ソフトコンポーネント 

 エジプト(バハルエルヌール地区)にとっては、何れの施設についても最新・高度な日本

の水環境技術である上に、供与予定の機材・施設の有効活用について、水利組合等の積極

的な関与が必須かつ重要と考えられるため、技術支援は不可欠であると判断された。 

 

(5)草の根無償・人間の安全保障資金協力事業に係る調査結果 

 小規模な直接浄化施設（マイクロバブル・水生植物の組合せ）又は簡易集落排水処理施

設の導入を、WMIPⅡの協力対象地域であるファヨーム県において実施することが考えられ

る。 
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総括/農村開発 
株式会社 三祐コンサルタンツ 
国内事業本部顧問 

小木曽 凡芳 
Ogiso Tsuneyoshi 

資源循環技術 
株式会社 三祐コンサルタンツ 
国内事業本部技術第２部長 

畑 明彦 
Hata Akihiko 

水管理/環境配慮 
株式会社 三祐コンサルタンツ 
カイロ事務所長 

 
≪同行者≫ 

杉田 秀雄 
Sugita Hideo 

汚水･排水処理技術 
社団法人 資源循環技術センター 
地域資源循環研究所 主席研究員 
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(2)調査日程 
  ７月 17 日(金)～７月 27日(月) 11 日間 

 

 

 

日 内   容 宿泊地 

17 

 

移動日： 羽田‐関空‐ドバイ‐カイロ（安村） 

     関空‐ドバイ‐カイロ（小木曽） 

機中 

18 畑現地参加 

中村書記官,北村専門家,進藤 JICA 専門家と打合せ、 

カイロ 

19 水資源灌漑省（灌漑総局,排水庁,計画局,水質部及び灌漑サービス

局参加）表敬、打合せ 

大使館表表敬、打合せ 

JICA エジプト事務所表敬・打合せ 

カイロ 

20 HCWW 環境庁、水資源省と打合せ、JICA 農業廃棄物処理調査

と打合せ 

カイロ 

21 ファヨーム地区現地調査 

集落排水処理施設視察（オランダの援助） 

年下水処理施設視察（OD 法・アメリカの援助） 

カイロ 

22 バハルエルヌール地区現地調査 

水資源灌漑省カフルエルシェイク県事務所 

バハルエルヌール用水路、支線排水路、NO.4 幹線排水路他視察 

カイロ 

23 バハルエルヌール地区現地調査 

地区内、近傍地区及び周辺地域視察 

カイロ 

24 資料収集・整理 カイロ 

25 資料収集・整理 カイロ 

26 水資源灌漑省へ調査報告 

日本国大使館へ調査報告 

JICA カイロ事務所へ調査報告 

畑現地解散 

機中 

27 移動日 カイロ‐ドバイ‐関空‐羽田（安村） 

    カイロ‐ドバイ‐関空（小木曽） 

カイロ 
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(3)面談者リスト 

訪問先 面談者 役職

Ministry of Water Resources and Irrigation (MWRI)
水資源灌漑省（関係局合同会議）

別紙参照

井黒　伸宏 所長
小森　正勝 次長
田中　理 所員（農業部門担当）
石川　薫 特命全権大使
中村　康明 一等書記官

Holding Company for Water and Wastewater Eng. Ashraf Yehya Rahel Planning & Development Adviser

Eng. Said Mostafa Director of Quality Department and Original Branch Office
Sector

Eng./Ms. Amany Selin Director of Fresh Water Environmental Quality Sector

Ms. Fatma Director of International Conferences and Cooperation
between EEAA and Asia Countries

水資源灌漑省水質局(Water Quality Unit) Eng./Ms. Mona A Khaleq Techncial officer
小島　浩司 三菱総合研究所（JICA農業廃棄物処理基礎調査チーム）
三浦　大助 三菱総合研究所（JICA農業廃棄物処理基礎調査チーム）
奥村　重史 三菱総合研究所（JICA農業廃棄物処理基礎調査チーム）
佐藤　政良 筑波大学教授

Fujimaki Haruyuki 筑波大学准教授
水資源灌漑省水質局(Water Quality Unit) Eng. Belal Technical Officer
Holding Company for Water and Wastewater Fayoum
Drinking Water and Sanitation co.

General Eng. Mahmoud
Mohamed Nafei Chairman

Eng./Ms. Nagwa Ahmed General Manager, IAS for Fayoum

Eng. Mohamed Moktar Director, IAS for Fayoum
Ms. Caroline Consultant for Dutch Project

Eng. Ezzat El-Shafie General Manager, IAS Middle & East Delta

Eng, Mohamed El-Khiat Evaluation and Monitoring Staff, IAS Kafr El Sheikh Dept.
Mr. Doksh Board Member, Bahr El Nour BCWUA

23日 木 MWRI Gharbeya Irrigation Directorate Eng. Yasser Salah El-Din Head of Regional Coordinating Unit of IIIMP
Dr. Hussein El-Atfy Head of Irrigation Department / Deputy Minister
Prof. Dr. Mohamed Abdel
Motaleb Head of Planning Sector

JICAエジプト事務所 井黒　伸宏 所長
石川　薫 特命全権大使
中村　康明 一等書記官

火

大使館

水資源灌漑省灌漑総局（Irrigation Department)

General Department of Irrigation Advisory Services
(IAS) for Fayoum

General Department of Irrigation Advisory Services
(IAS) for Middle and East Delta

JICAエジプト事務所

大使館

Egyptian Environmental Affairs Agency (EEAA)
（環境庁）

JICAエジプト事務所(他チームとの情報交換）

26日 日

日

7月19日 日

20日 月

水22日

21日
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MWRI / Joint Meeting with ADCA Mission for Water Quality Improvement Study 19th July 2009
Name Office Posit ion

1 Mr. Ibrahim Harhash EPADAP (Egyptian Public Authority for Drainage Projects) Chairman

2 Mr. Atef El Kashef CDIAS (Central Department for Irrigation Advisory Service) Head

3 Ms. Nabila Bahaa ID (Irrigation Department) Technical Office General Director of ID
(Monitoring & Evaluation Unit)

4 Ms. Mona Abdel Khaleq WUQ (Water Quality Unit) Member

5 Mr. Mohammed Ezzat El Shafie CDIAS Tanta Member

6 Ms. Taysser Eisa CDIAS Member

7 Ms. Nagwa Ahmed CDIAS Fayoum Member

8 Mr. Belkies Mortada Planning Sector General Director of W ork

9 Dr. Koji Kitamura JICA Expert

10 Mr. Soji Shindo JICA Expert

11 Mr. Yasumura ADCA Team (Team Leader)

12 Mr. Sugita ADCA Team

13 Mr. Ogiso ADCA Team

14 Mr. Hata ADCA Team

 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 地 写 真 集



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バハルエルヌール地区 No.4 幹線排水路：ホテイアオイが繁茂し、一定の排水

浄化がなされている（但し、これらが腐敗するまで放置されると新たな汚濁負

荷となるので注意が必要である）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バハルエルヌール地区末端の事業対象排水路：水質を改善し灌漑用水に補給す

ることを地元水利組合が強く要望している。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水路脇に野積みされている家畜糞。水路に投棄され主要な水質汚染源となって

いる可能性が大きい（バハルエルヌール地区）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
集落の家屋から事業対象排水路に直接垂れ流しとなっている各家屋からの排水

（バハルエルヌール地区）。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オランダの資金協力により、水資源灌漑省の水質局がモデル事業として設置し

た集落排水簡易処理施設。Local Unit が、裨益住民から月 LE10 を徴収、管理人

を雇用し運営している。維持管理体制は整っているが、人口規模（2 千人）に対

し施設規模が小さすぎ、水質改善効果は低いとみられる(ファヨーム県)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水質検査の様子。今回調査では、要所にて簡易水質検査を実施し、その結果と意味を地元

関係者に説明。 



 

 
 
 
 
 

添 付 資 料 
 
 
 
添付資料１：HCWW（The Holding Company of Water and Wastewater）概要 
 エジプト国の上下水道局公社訪問時の説明資料であり、ホールディングカンパニーの業

務内容及び今後の上下水道整備計画などがまとめられている。 
 
 
添付資料２：1982 年法令第 48 号 
 エジプト国水資源灌漑局のとりまとめた国内の水質基準を定めた法律である。 
 
 
添付資料３：排水再利用計画 
 排水庁より入手したエジプト国の排水再利用計画について、現況、計画についてとりま

とめた資料である。 
 
 
 
 
 




























































































































